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(57)【要約】
　角膜トポグラフィの異常によって引き起こされたヒト
対象者の眼における視力障害を矯正するためのソフトコ
ンタクトレンズの設計方法が開示され、この方法は、（
ａ）レンズの後側トポグラフィを、少なくとも中心光学
領域にわたり、それ以前に決定されたとおりの対象者の
角膜のトポグラフィと一致するように画定するステップ
と；（ｂ）レンズの後側トポグラフィを、外側部分にわ
たり、角膜の曲線より平坦な曲線を提供するように画定
するステップであって、一方、レンズの中心光学領域に
わたり既に画定されたトポグラフィは保持する、ステッ
プと；（ｃ）経験的又は理論的データを用いて角膜から
コンタクトレンズの中へと進む光線の経路を予測又はモ
デル化するステップであって、それにより、レンズを通
って進む光線が所望の波面（典型的には平面状）に従う
ように、コンタクトレンズの前面のトポグラフィを少な
くとも中心光学領域にわたり適合させる、ステップと；
（ｄ）コンタクトレンズの前面を、外側部分にわたり、
前側光学領域を後側外側部分と接続するように画定する
ステップであって、外側部分にわたる前面が、眼の水晶
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　角膜トポグラフィの異常によって引き起こされたヒト対象者の眼における視力障害を矯
正するためのソフトコンタクトレンズの設計方法であって、
（ａ）前記レンズの後側トポグラフィを、少なくとも中心光学領域にわたり、それ以前に
決定されたとおりの前記対象者の角膜のトポグラフィと一致するように画定するステップ
と、
（ｂ）前記レンズの後側トポグラフィを、外側部分にわたり、前記角膜の曲線より平坦な
曲線を提供するように画定するステップであって、一方、前記レンズの前記中心光学領域
にわたり既に画定されたトポグラフィは保持する、ステップと、
（ｃ）経験的又は理論的データを用いて前記角膜から前記コンタクトレンズの中へと進む
光線の経路を予測又はモデル化するステップであって、それにより、前記レンズを通って
進む光線が所望の波面（典型的には平面状）に従うように、前記コンタクトレンズの前面
のトポグラフィを少なくとも前記中心光学領域にわたり適合させる、ステップと、
（ｄ）前記コンタクトレンズの前面を、前記外側部分にわたり、前記前側光学領域を前記
後側外側部分と接続するように画定するステップであって、前記外側部分にわたる前面が
、眼の水晶体上での回転及び／又は並進に関する安定性を付与するため、好都合には１つ
又は複数の肉厚部を含む、ステップと、
を含む、方法。
【請求項２】
　前記対象者の角膜のトポグラフィが、技師によって角膜トポグラファーを使用して事前
に決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記レンズの湾曲が、０．３～１．０ｍｍの範囲の縁端の持ち上がり量を提供するよう
、前記対象者の角膜の湾曲と比べて平坦化される、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記縁端の持ち上がり量が、０．５～０．８ｍｍの範囲である、請求項３に記載の方法
。
【請求項５】
　コンタクトレンズの作製方法であって、請求項１～４のいずれか一項に従いコンタクト
レンズを設計するステップと；決定された設計要件に従い前記レンズを製造するステップ
とを含む、方法。
【請求項６】
　前記製造するステップが、鋳造法、又はＣＮＣ旋盤による切削を含む、請求項５に記載
の方法。
【請求項７】
　円錐角膜によって引き起こされた視力障害を矯正するための、請求項５又は６に記載の
方法によって作製されるソフトコンタクトレンズ。
【請求項８】
　実質的に以上に説明されるとおりのレンズの設計方法。
【請求項９】
　実質的に以上に説明されるとおりのレンズの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ソフトコンタクトレンズ、特に、限定するものではないが、円錐角膜に起因
する視力障害を矯正するためのソフトコンタクトレンズの改良された作製方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　視力障害としては、近視、遠視及び乱視が挙げられる。これらはいずれも、人に極めて
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よく見られる障害であり、眼鏡又はコンタクトレンズによって容易に矯正することができ
、コンタクトレンズは「ハード」か、又は「ソフト」であり得る。ハードコンタクトレン
ズは含水量が５％未満であり、一方、ソフトコンタクトレンズは一般に２０％以上の含水
量を有する。
【０００３】
　人間の視力障害は、角膜移植、事故、及び円錐角膜を含む他の原因によっても起こり得
る。円錐角膜の病態は角膜の局所的な菲薄化を特徴とし、その結果、角膜と眼の水晶体と
の間の液体によって角膜に圧力がかかるため、角膜が外側に突出するようになる。この角
膜の突出により、角膜は理想的な非球面性から外れ、そのため視力に障害が生じる。
【０００４】
　円錐角膜による視力障害は、眼鏡では十分に矯正することができない。円錐角膜などの
疾患、術後の角膜外傷及び事故による角膜外傷によって引き起こされた角膜表面の異常に
起因する視力低下を被る患者を補助するためには、コンタクトレンズが用いられている。
典型的に用いられているコンタクトレンズのタイプは、ガス透過性ハード（Ｒｉｇｉｄ　
Ｇａｓ　Ｐｅｒｍｅａｂｌｅ：ＲＧＰ）コンタクトレンズである。
【０００５】
　こうしたコンタクトレンズの従来の利用方法は、角膜の歪みにまたがるように置くこと
で、レンズと角膜との間の空隙に涙液を充満させるものである。涙液の屈折率は、従来の
見解では、角膜の前部及びコンタクトレンズの双方に、完全に同じではないものの、似て
いると考えられている。この光学的な相互作用は、患者の視力の改善には関連がないと考
えられている。コンタクトレンズの前面が角膜の前部に代わり、患者の眼の主要な屈折要
素となる。従って、この表面は光学的に明確に画定された状態を保つことが重要である。
【０００６】
　従って、この従来の方法は、コンタクトレンズが、角膜の歪みに被さりながらもそれ自
体を支持するのに十分な剛性を有し、従って涙液層の毛細管力に抵抗し、そうした歪みが
コンタクトレンズの前表面に伝わることを許さないようなものであることに依存する。そ
れゆえ、レンズが眼球上でその形状を確実に保持するよう、主にＲＧＰコンタクトレンズ
が使用される。
【０００７】
　しかしながら、コンタクトレンズが剛性でなければならないという要件は、角膜の異常
な歪みと相まって、その種の対象者にとってかかるハードレンズの適合が極めて困難であ
ることを意味する。コンタクトレンズ技師は、時に解決することのできない相反する要件
、すなわち、（１）視覚上の良好な機能を実現すること、（２）コンタクトレンズの外傷
性の影響を低減すること、及び（３）耐容できる程度に快適な解決策を患者に提供するこ
とに直面する。
【０００８】
　こうした適合性を実現するため、コンタクトレンズ技師は多くの試用レンズを用いて適
合性を検討し、コンタクトレンズ製造業者にいくつもの特殊なレンズの注文を繰り返すこ
とが典型的である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、目的の一つとして、角膜移植、事故、又は特に円錐角膜に起因する視力障害
を矯正するためのソフトコンタクトレンズの作製方法の提供を有する。好ましい実施形態
において、本発明は、ソフトコンタクトレンズと、その作製方法とを提供し、これは、技
師が対象者に対して多くの異なるレンズを試すことを要さずとも、上記で指摘された３つ
の相反する基準を実質的に満足することができるものである。
【００１０】
　米国特許第６，３０５，８０２　Ｂ１号明細書は、トポグラフィ及び収差測定を使用し
て改良されたソフトコンタクトレンズを作成するプロセスについて説明しているが、しか
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しながら、この文献の教示では、「固有に合致するコンタクトレンズ背面の場合、この固
有の背面設計はまた、角膜の一次及び高次光学収差も補正する」。これは、角膜（ｎ＝１
．３７７）、涙液層（ｎ＝１．３３６）及びコンタクトレンズ材料（材料に応じてｎ＝１
．４２～１．５）を透過する間の屈折率の差を考慮に入れない。一次及び高次光学収差の
一部は補正されるものの、この方法を用いることでは、全ての収差は補正されないことは
確かである。
【００１１】
　加えて、米国特許第６，３０５，８０２　Ｂ１号明細書は、コンタクトレンズの前面及
び／又は後面を決定するのに、単純に光学収差の和及び差をとるだけであり、この方法は
、かかるコンタクトレンズの生産を可能にするには説明が不十分である。
【００１２】
　さらに、米国特許第６，３０５，８０２　Ｂ１号明細書は、眼球上での一連のコンタク
トレンズの移動に対する光学的な最適化方法について説明していない：ソフトコンタクト
レンズは、コンタクトレンズ下の涙液の動きを促し、それによって角膜組織に健康な環境
を提供するため、少なくとも０．２５ｍｍだけ並進移動することが要求される。さらに、
現在の技術水準における安定化方法では、５度の回転移動が許容される。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　第１の態様において、本発明は、角膜トポグラフィの異常によって引き起こされたヒト
対象者の眼における視力障害を矯正するためのソフトコンタクトレンズの設計方法を提供
し、この方法は、
（ａ）レンズの後側トポグラフィを、少なくとも中心光学領域にわたり、対象者の角膜の
トポグラフィと一致するように画定するステップと、
（ｂ）レンズの後側トポグラフィを、外側部分にわたり、角膜の曲線より平坦な曲線を提
供するように画定するステップであって、一方、レンズの中心光学領域にわたり既に画定
されたトポグラフィは保持する、ステップと、
（ｃ）経験的又は理論的データを用いて角膜からコンタクトレンズの中へと進む光線の経
路を予測するステップであって、それにより、レンズを通って進む光線が所望の波面（典
型的には平面状）に従うように、コンタクトレンズの前面のトポグラフィを少なくとも中
心光学領域にわたり適合させる、ステップと、
コンタクトレンズの前面を、外側部分にわたり、前側光学領域を後側外側部分と接続する
ように画定するステップであって、外側部分にわたる前面が、眼の水晶体上での回転及び
／又は並進に関する安定性を付与するため、好都合には１つ又は複数の肉厚部を含む、ス
テップと、
を含む。
【００１４】
　本発明はまた、コンタクトレンズの作製方法も提供し、この方法は：上記に定義される
方法ステップ（ａ）～（ｄ）に従いレンズを設計するステップと；（ｅ）決定された設計
要件に従いレンズを製造するステップとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】０．２５ｍｍの偏位度に対応する軸方向偏位曲線を有するレンズを示す概略図で
ある。図１は通常の軸方向調節曲線を示す。
【図２】０．４０ｍｍの偏位度に対応する軸方向偏位曲線を有するレンズを示す概略図で
ある。図２は、通常より大きいレンズの移動が可能な曲線を示す。
【図３】０．１０ｍｍの偏位度に対応する軸方向偏位曲線を有するレンズを示す概略図で
ある。図３は、通常より少ないレンズの移動しか可能でない曲線を示す。
【図４】タンジェンシャルパワーマップであり、眼疾患の円錐角膜に典型的な歪んだ円錐
を示す。
【図５】本発明に従いレンズに導入される肉厚範囲を示し、ここでは輪郭が、コンタクト
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レンズの移動を制御するための異なる半径方向周辺厚さの範囲を示す。
【図６】本発明の方法により作製されたコンタクトレンズのインサイチュでの位置ずれの
動きについての理論的な点広がり関数（ＰＳＦ）、及び関連する等価なデフォーカス値を
示す。図６は、位置ずれがないことを示す。
【図７】本発明の方法により作製されたコンタクトレンズのインサイチュでの位置ずれの
動きについての理論的な点広がり関数（ＰＳＦ）、及び関連する等価なデフォーカス値を
示す。図７は、０．２０ｍｍの水平方向の並進により位置ずれした結果である。
【図８】本発明の方法により作製されたコンタクトレンズのインサイチュでの位置ずれの
動きについての理論的な点広がり関数（ＰＳＦ）、及び関連する等価なデフォーカス値を
示す。図８は、１０度の回転により位置ずれした結果である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本明細書の目的上、「角膜トポグラフィの異常」は、角膜移植、事故又は円錐角膜に起
因する障害を指し、但し、乱視並びにその他の、近視及び遠視などの比較的一般的な障害
は含まない。
【００１７】
　「中心光学領域」は、コンタクトレンズのなかで、通常の使用時に対象者の瞳孔の前方
に位置する部分であり、対象者の網膜に像を結ぶために用いられる光のほぼ全てが、ここ
を通って進む。典型的には、中心光学領域は、直径約７．５～９．０ｍｍの円形の領域で
ある。
【００１８】
　レンズの外側部分は、レンズのなかで、中心光学領域の外側（すなわち、その周辺）に
ある部分である。これは概して、コンタクトレンズの全直径（すなわち、中心光学領域＋
外側部分）を典型的には約１１～１７．５ｍｍとするような、約１～５ｍｍの半径方向寸
法を有する厚い／薄い領域の範囲である。
【００１９】
　対象者の角膜トポグラフィの決定は、本発明の方法ステップに先行するものであり、好
都合には、検眼士により角膜トポグラファーを用いて達成されてもよく、この機器は、現
在、広く市販されている。角膜トポグラファーは、規則的なパターンの線又は円（典型的
には、同心円）の光を角膜上に当てることによって動作する。次に、画像解析ソフトウェ
アが、角膜の湾曲の不規則性によってパターンに作り出された歪みを測定することにより
得られた画像を解析し、角膜トポグラフィを確定する。
【００２０】
　ステップ（ａ）では、コンタクトレンズの後側トポグラフィ（すなわち、角膜と接触す
る表面）は、少なくとも中心光学領域にわたり、それ以前に決定されたとおりの角膜のト
ポグラフィと本質的に合致するように選択される。レンズの前側トポグラフィは、中心光
学領域に所望の視力矯正を提供するように選択され、前面の外側部分に１つ又は複数の安
定化構造を含む。これらは当業者に周知であり、典型的にはプリズム又は楔形状の構造の
形態をとる。こうした安定化構造は対象者の視力を妨害し得るため、それらは、光が通常
瞳孔に入るときに通るレンズの一部（中心の「光学領域」）の外側に設けられる。
【００２１】
　コンタクトレンズの後側トポグラフィの外側部分は、対象者の角膜のトポグラフィをモ
デルとすることができ、又は、対象者の角膜に対する良好な適合性はなお呈しながらも、
より一般的な情報、例えば、対象者の年齢及び水平方向の可視虹彩径（ＨＶＩＤ）などに
、程度は様々であれ、基づいてもよい。
【００２２】
　ステップ（ｂ）では、レンズの少なくとも外側部分（すなわち中心光学領域の外側の部
分）の湾曲は、対象者の眼の角膜の湾曲と比べて平坦にされ、一方、中心光学領域につい
て決定されたトポグラフィは、完全に、又は実質的に変化しないままとされる。このよう
に、角膜と比べてレンズの湾曲を平坦にする目的は、付着力によってレンズが角膜に吸着
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するのを防ぐことと、眼球上でのレンズの移動度を制御することとである。典型的には、
レンズの湾曲は、角膜、輪部領域及び強膜についての画定されたトポグラフィから、０．
０５～０．４ｍｍの範囲、好ましくは０．２～０．３ｍｍの範囲の軸方向偏位を与える大
きさだけ平坦化される。
【００２３】
　角膜、輪部領域及び強膜の画定されたトポグラフィからコンタクトレンズ後面を画定す
るため、眼球に載せられたときのコンタクトレンズの移動量を制御するような数多くの異
なる調節曲線が画定される。初めは標準曲線が用いられる（図１を参照）。次に、光軸か
らの各半径方向距離に対して軸方向の調節曲線を加えることにより、コンタクトレンズの
後面が調節される。
【００２４】
　コンタクトレンズの前面を決定するため、波面が画定される。好適な手法としては、収
差計を使用した直接的な測定か、又は（例えば、標準的な検眼からの）球面及び円柱屈折
力の詳細情報を使用した計算による、デフォーカス、プリズム及び非点収差に関する係数
の導出が挙げられる。さらに、測定されたトポグラフィから決定され、トポグラフィマッ
プから計算されるコマ収差係数の一部を用いて波面を作成してもよい。
【００２５】
　球面及び円柱屈折力の詳細情報からデフォーカス、プリズム及び非点収差の係数を決定
するための計算方法は、好都合には、限定はされないが、双円錐状のトーラスの方程式（
ｂｉ－ｃｏｎｉｃ　ｔｏｒｉｃ　ｅｑｕａｔｉｏｎ）を用いて波面を作成してこの方程式
を一連の点として表し、一組の点に一連のツェルニケ方程式をフィッティングし、最小二
乗法を用いることにより個々のツェルニケ係数を決定することを含み得る。
【００２６】
　トポグラフィマップからコマ収差係数を決定するための計算方法は、好ましくは、限定
はされないが、トポグラフィを一連の点として表し、一組の点に一連のツェルニケ方程式
をフィッティングし、最小二乗法を用いることにより個々のツェルニケ係数を決定するこ
とを含む。
【００２７】
　波面は、ステップ（ｃ）に備えて、角膜の前面を通って屈折され、角膜組織に戻される
。本方法は有利には、限定はされないが、初めにトポグラフィを画定する一連の点を一連
の双円錐面に変換し、その表面が二次まで連続となるよう各点における傾きを一連の連立
方程式として決定し、双円錐面の微分を用いて波面を再び作成することにより波面を角膜
に屈折させることを含む。
【００２８】
　ステップ（ｃ）では、本方法は好ましくは、光が角膜から涙液層まで進み、さらに涙液
層からコンタクトレンズまで進むときに生じる僅かな屈折を考慮に入れるように構成され
る。これらの物質の屈折率は似ているが、同じではなく、そのため定義上はいくらかの屈
折が起こるはずである。本発明者は、一般に認められている理解に反し、これが視力に対
して大きい影響を有し得ると考える。
【００２９】
　コンタクトレンズの前側光学面は、光軸に沿って後面からある距離、典型的には０．１
０ｍｍ～０．２５ｍｍを隔てて画定され、コンタクトレンズ後面から伝わる光が屈折して
所望の（典型的には平面的な）波面となるように表面法線を画定し、Ｒｕｎｇ　Ｋｕｔｔ
ａなどの積分法を用いることによりその前面を作成することで、正しい表面法線を保持し
ながら表面ファセットを位置決めすることによって段階的に構築される。
【００３０】
　有利には、但し必須ではないが、本発明の方法は、眼球におけるコンタクトレンズの移
動を制限することができるように最適化され得る。例えば、ステップ（ｃ）における光線
のモデリングが、コンタクトレンズの角膜に対する異なる回転及び／又は並進位置を用い
て繰り返されてもよい。次に、その結果を用いて、得られた高次収差（コンタクトレンズ
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の移動の結果としてもたらされる）について波面ＲＭＳ（ｕｍ）をモデル化し、レンズの
中心光学領域にわたる前側トポグラフィを再設計し、又は最適化することにより、引き起
こされるデフォーカス量を低減することができる。好ましくは、レンズが角膜上の意図さ
れた位置から少量だけ（例えば０．１ｍｍ程度だけ）（回転又は並進して）ずれる場合の
測定値に、より重きが置かれる。
【００３１】
　次に、ステップ（ｂ）で用いられる軸方向偏位度が、決定されたＲＭＳ（ｕｍ　ＨＯＡ
）値についての以下の図表に従い調節され得る。
【００３２】
【表１】

【００３３】
　０．２５ｍｍ、０．４０ｍｍ及び０．１０ｍｍの偏位度に相当する軸方向偏位曲線が、
それぞれ、図１、図２及び図３に示される。
【００３４】
　典型的には、レンズは、ステップ（ａ）～（ｄ）において決定される要件に従い製造さ
れる。レンズの実際の製造は、鋳造法又はＣＮＣ旋盤機器による切削など、従来のソフト
レンズ製造技術を用いて達成することができる。
【００３５】
　本発明の方法は、先行技術に優る利点を提供する。特に、本発明は、非常に良好に適合
し、装用者にとって快適で、さらに視力障害の最適な、又はほぼ最適な矯正を提供するコ
ンタクトレンズの提供を可能とする。
【００３６】
　第３の態様において、本発明は、トポグラフィの異常によって引き起こされたヒト対象
者の眼の視力障害を矯正するためのソフトコンタクトレンズを提供し、このレンズは、中
心光学領域にわたり、対象者の角膜のトポグラフィと一致するように画定される後面であ
って、外側部分にわたり、対象者の角膜の湾曲より平坦な湾曲を有する後面を含み、この
レンズはさらに、少なくとも中心光学領域にわたり、後面からレンズを通じて進む光線を
所望の波面に従い前面から出すように構成されるトポグラフィを有する前面であって、そ
の外側部分が、眼の水晶体上での回転及び／又は並進に関する安定性を付与するための１
つ又は複数の肉厚部を含む前面を含む。
【００３７】
　好都合には、レンズは、本発明の第１の態様の方法によって設計され、及び／又は第２
の態様の方法によって製造される。好ましい実施形態において、レンズは、円錐角膜、角
膜移植、又は事故による角膜の損傷に起因する視力障害を矯正するように構成及び適合さ
れる。
【００３８】
　ここで、本発明は、例示的な例を通じて、及び添付の図面を参照しながらさらに説明さ
れ、ここでコンタクトレンズは、特に円錐角膜を呈する眼用に製造される。
【実施例】
【００３９】
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　実施例１
　本実施例に先行するものとして、Ｍｅｄｍｏｎｔ　Ｅ３００トポグラファー（ｔｏｐｇ
ｒａｐｈｅｒ）を使用して特定の対象者についての円錐角膜眼のトポグラフィをとり、Ｍ
ｅｄｍｏｎｔトポグラファーのエクスポート機能を用いて、ファイル拡張子を「．ｍｕｆ
」としてコンピュータ光学モデリングシステムに移した。タンジェンシャルパワーマップ
（図４）を表すトポグラフィ画像は、眼疾患の円錐角膜に典型的な歪んだ円錐を明確に示
している。
【００４０】
　「．ｍｕｆ」ファイルを用いて、極座標、光軸方向におけるサジタルのずれ及び極座標
における微分項に関して、コンタクトレンズの後面の光学部分を画定した。直径が８．０
０ｍｍと決められた光学面全体を完全に画定するため、ベジェ曲面パッチを用いて定義さ
れた光学直径に必要な表面のトポグラフィを推定した。
【００４１】
　ステップ（ｂ）を実行するため、２４ｍｍ直径の球面に基づき、強膜領域に至る１．０
ｍｍ幅の接線方向に平坦化した輪部領域を用いて、角膜マップを輪部及び強膜領域まで拡
張した。次に、この角膜マップを用いて、まずコンタクトレンズの後側を画定した。次に
、合計軸方向偏位が０．２５ｍｍの軸方向調節曲線を、コンタクトレンズの後面のあらゆ
る極軸に適用した。
【００４２】
　光軸からの極座標（ｒ，θ）における位置及び一次導関数、並びにトポグラフィデータ
から得られた光の屈折及びコマ収差成分から求められたＺの値を用いて光波面を表した。
この場合、光の屈折は、光軸と垂直な平面と一致し、且つ角膜の頂点と一致するように補
正して、－０．５０／－０．７５×８０であり、３．９０６ｕｍの水平方向コマの寄与を
伴った。
【００４３】
　次に、波面の導関数から光線を決定して角膜を通じて送り戻し、空気と、この場合に１
．３７７の屈折率を有すると定義された角膜組織との間で屈折させた。
【００４４】
　角膜内に入ると、次に光線を角膜の前面から出してコンタクトレンズの後面まで引き戻
し、屈折プロセスを生じさせた。
【００４５】
　通過する各光線について、得られる光線が平面的な波面を形成するように前面の法平面
を決定した。反復Ｒｕｎｇｅ　Ｋｕｔｔａ積分法を用いて、光軸に沿った、この例ではコ
ンタクトレンズの後面から０．１００ｍｍのところに参照される中心点から成長させた、
完全なファセット状の連続面を形成するような方法で、法平面を位置決めした。
【００４６】
　前側光学部分を後側周辺部分と接続するように周辺の前面を追加し、０．１５ｍｍの縁
端厚さを実現した。肉厚範囲を図５に従う範囲に導入し、ここで輪郭は、後側周辺表面と
前側周辺表面との間の異なる半径方向周辺厚さの範囲を示す。
【００４７】
　図６、図７及び図８は、コンタクトレンズのインサイチュでの位置ずれの動きについて
の理論的点広がり関数（ＰＳＦ）と、関連する等価なデフォーカス値を示す。
【００４８】
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【表２】

【００４９】
　次に、表面を、本明細書に記載される形状のような非回転対称形状を機械加工すること
が可能な専用のコンタクトレンズ旋盤によって解釈され得る旋盤ファイルに変換した。次
に、得られたコンタクトレンズを眼球において評価した。
【００５０】
　視力結果
裸眼の視力　６／１８
眼鏡によって最良に矯正した眼の視力　６／９
本発明を用いて矯正した眼の視力　６／５

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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【要約の続き】
体上での回転及び／又は並進に関する安定性を付与するため、好都合には１つ又は複数の肉厚部を含む、ステップと
を含む。
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